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企
粱
經
镑
の
集
中
と
株
^
所
布
の
分
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.

Q
1)

.

.

.企

業

.
の

縱

斷

的

合

成

.

(

四)

命
粱
の
棚
斷
的
合
亂
及
ぴ
聯
合

(

S

V
勞
働
組
合
に
對
す
る
企
缴
家
紕
合
：

'

' 

T 

.

.

.
,:

歐
洲
交
戰
國
K

の
經
濟
生
活
は.

今
ま
.や
取
國
化
せ 

れ
、
其
の
產
業
組
織
亦
た
今
ま
や
武
裝
し
た6

0
さ
は 

れ
、
斯
か
る
武
裝
せ
る
經
濟
生
活
、
言
を
換
ふ
れ
ば
、
：
 

■

長
久
の
史
的
發M

を
踐
ん
で
大
成
せ
&
れ
た
る
資
本
主 

義
的
經
營
其
の
光
彩
を
雜
く
し
、
企
業
ビ
利
^
ビ
の
制 

度
太
だ
し
く
其
の
運
營
を
緩
ぅ
し
れ
る
の
經
濟
.

生
.活 

は
、
戰
ひ
戡
ま
る̂

0'
-
-
>
を

も

い

か

に

な

办

ゆ

く

べ
 

き
！
即
ち
世
上
多
數
の
想
像
す
る
が
如
ズ
私
企
業
の
戰 

前
狀
態
に
親
歸
す
べP

ダ
:9

將
た
國
家
社
會
中
；
_

R

.

よ
.

七
四

ら

る

經

營

方

式

が

權

柄

を

揮

ふ

べ

き

か

"

將

た

又

た

近

時

 

ヤ

ッ

フ

"
敎

授

が

絕

叫

し

た

&

け

る

如

く

、

經

濟

上

に

て
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國

家

自

ら
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大

な

る

1

人

格
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s
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i
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を
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界

に

裕

か

ず

求

め
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し

て

絕

え

す

武

装

し

"

以

て

世

■

濟

の

'主

美

を
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複

す

る

に

至

る

Y

き

か

は

、

*

が

ら

抑

何

人

も

逆

賭

し

 

得

め

る

所

な

る

べ

し

ど

雖

&

、

フ

V

ツ

シ

ャ

ー

敎

授

'の

. 

謂

は

ゆ

る

戰

後

の

經

濟

界

が

國

際

主

_

の

橫

流

す

る

坶

 

場

た

る

べ

し

V
」

の

所

.說

に

同

じ

得

ざ

る

V
J

同

時

に

、

ヤ 

氏

の

力

說

す

る

1

國

K -
經

濟

が

國

際

的

交

通

圈

外

に

狐

 

立

す

べ

し

S

も

亦

た

覺

え

ず

し

て

、

眞

理

は

夫

れ

雨

極

 

端

の

中

間

：に

存

す

る

な

き

か

を

推

斷

せ

ざ

る

能

'
は

、ざ

. 

る

な

ル

？

肺

か

も

其

の

論

據

は

如

何

^

い

ふ

に

、

英

國

 

の

如

き

は

謂

は

ゆ

る

大

英

帝

國

建

設

の

場

合

を

別

>し

し
 

て

％

孤

立

經

濟

の

到

底

實

行

す

べ

'か

ら

ざ

る

同

時
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獨

逸

の

如

き

に

至
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て
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し
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ひ
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に
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ら
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菰

立

經
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の
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營

に

據
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十
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嘗
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の

擧
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る

能

は

ざ

る
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斯

言

し

難

き

も

の

'

? >
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に
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る

。

.

「

;

:

さ
は
れ
ノ
ヤ
ッ
フ
ラ
の
確
信
す
る
如
く
"
這
般
の
如 

き
戰
亂
が
#
來
絕
免
ず
繰
返
へ
さ
れ
、
若
く
は
®
續
す 

ベ
き
こ
ビ
を
眞
な
す
れ
ば
、
經
濟
生
活
の
ま
國
化 

は
夫
れ
論
理
必
然
の
要
求
た
る

ベ
け

ん

も
、
苟
く
も
此 

の
前
提
に
し
て
課
れ
ぅ
ど
す
れ
ば
ゝ
同
氏
が
近
くT

社■ 

會
學
及
*
會
政
策
雜
誌」

^

1sozialwissensc- 

haft .und 

sozialpolitik.

の

「
g
#

ど

經
濟」 

u. 

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t

な
る
題
下
に
公
利
せ
ら
れ
た
る
戰
時 

卷
寒11

卷

(

一
九
一
五
年
三
月
}
'中
に
獅
+
吼
し
れ
ぅ 

け
^

1
«
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「

わ
が
經
濟
生
活
の
®
國
化j 
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ド
の
結
論 

は
‘到
底
"
承
認
せ
ら
る
ベ
き
に
6
ら
ず
ど
す
0
是
れ
啻 

に
獨
6
個
人
主
義
の
英
國
民
族V
J

の
み
い
は
ん
、
苟
く 

も
一
刺
己
的
感
念
が
社
會
的
威
念
>

」

同
じ
く
ハ
永
久
に 

人
性
を
支
配
す
べ
き
製
素」

た
る
限
-

CN、

愛
國
心
の
深 

き
"
縱
ひ
ラ
ィ
ン
河
床
の
如
く
な
る
獨
逸
民
族
ビ

0 

も
、
永
ぐ
耐
ふ
る
所
に
あ
ら
ざ
^v

ん
？

又

，

た
縱
ひ
國
K

第

十

怨

(

七

五

)

雜

錄

资

本

制

筱

展

の

四

火

特

徴

を
擧
げ
て
私
企
業
撲
滅
の
經
濟
組
織
を
支
持
し
ぇ
たP 

^ ;

す
る
も
ァ
市
場
を
诋
界.

に
：
求め
ざ
る

の
經
濟
は「

效 

程

高

き

生

産

」

を

衧

ひ

麵

ぐ

^

利

己

的

威

念

j
;

を
腿
迫 

す
る
の
經
濟
は
亦
均
し
く
高
き
生
產
效
程
を
庶
幾
す
る 

能
はV

J
&

ん
o

要
言
す
る
に
"
變
局
的
，經

濟

組

織

は

ざ
こ
ま
で
も
變 

局
經
濟
組
織
に
し
て
"
之

を

以

て

"

永
く
平
局
的
產
業 

組

織

，に
代
ふ
る
能
は
中
> 
粹
か
に
長
久
の
時
間V」

努
力 

ど
が
生
め
る
常
局
的
生
產
營
利
組
織
を
搖
が
ず

ベ

か

ら

 

ざ

る

な

グ

o

ン

梁
し
て
然
ら
ば

.

ノ
先
進
國
が
戰
前
に
到
達
し
得
た

6

 

し
、
平
時
の
產
業
組
織
0
狀
況
研
究
，
豈
輕
ん
ず
ベ
け 

ん
や
。
蓋
し
戰
後
企
業
組
織
の
發
展
は
、
必
す
や
之
を 

出
發
點
ど
な
す
べ
け
れ
ば
な
シ
。 

.
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は
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々
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世
英
國
の
所
布
す
る
最
大
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經
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史
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ッ
シ
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レ
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敎
授
が
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に
於
て
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今
の
敵
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致
本
制
餞
殷
の
四
大
特
徴

德

5

七

April, I
9
f

を
敏
；丨
し
、
略
々
英
國
の
産
業
，組
織
の 

長
短
を
窺
ひ
"
最
沂
時
偸
敦
大
學
の
デ
ク
シ
ー
博
士
が 

其
の
著「

商
事
經
營
法V

J

戰
爭」

Business 

f
 ho

d

 

and the w
a
r
,

 

I
9
【5

.
に
於
て
、
獨
逸
產
業
組
織
の 

長
を
揚
げ
て
、
自
國
實
業
家
の
研
究
心
®
ん
な
ら
.ざ
る 

を
難
じ
、
»
へ
ら
れ
ざ
る
も
の
、
救
は
れ
ざ
る
所
以
.を 

戒
め
^
る
の
、
偶
然
な
ら
ざ
る
を
知
れ
る
ど
典
に
其
の 

最
終
章「

株
^
會
祉
虫
義
及
び
近
世
®
ホ
主
義
の
镟
展
し 

を
閱
み
し
て
"
今
®
な

が

ら

、
右
書
公
：列

の

當

時

爿

..エ 

コ
ノ
ミ
ッ
ク
•デ
ヤ
ー
ナ
ル」

誌
上
に
批
評
し
"
此
の1 

章
を
激
賞
し
て
ア
ッ
シ
ユ
レ
ー
敎
授
の
史
服
炬
の
如
き 

を
遨
ひ
、
M
卷
の
大
文
字
楚
れ
に
盡
き
れ
る
を
斷
じ
た 

$
し
"
偷
敦
大
摩
の
經
濟
史
講
師
た
る
茶
女
史
の
批
評 

が
人
を
驟
&
ざ
ら
し
め
た
る
を
承
[1
せ
ざ
る
能
は
ざ
$ 

き
o
即
ち
近
く
★
旣
述
ヤ
ッ
フ
A
敎
授
の
愛
國
的
の1 

維
篇
R
接
し
て
感
憮
復
た
新
た
な
る
も
の
あ
ぅ
、
茲
R 

之
を
紹
介
す
る
こ
^J

、
な
せ
-

C
S
?

ア
ッ
シ
1
丨
敎
授
は
、「

企
業
の
內
部
經
營
上
の
法
則

に
從
ひ
て
運
動
乙
來
れ
れ
る
，
英
國
の
近
世
資
本
主
_ 

の
發
展」

た
る
，
爾
餘
の
世
界
の
大
製
造
業
國
に
於
け 

る
^
全
然
同】

行
程
を
採
れ
る
を
道
ひ
、
其
の
遝
泐
が 

四
大
特
徵
か〕

表
現
す
る
を
約
言
し
て
謂
a
け
ら
く
、 

j

. (

0

ぺ#

«
に
»
趴
し
て
固
定
資
本
の
使
用
の
^
 々

\

大
な
る
を
致
し
、
隨
つ
て
工
場
數
の
增
加
が
勞
働 

\ 

漭
數
の
增
加
ょ
b
緩
撥
な
る
を
示
せ
る
の
、
企
業 

\ 

;
經
營
上
の
集
中concentration。

(

ニ)

企
業
の
縱
斷
的
‘合

成

Integration.

|

5

D

.企
業
の
橫
斷
的
合
同
.combination.

\ 
(

四)

勞
働
に
對
抗
せ
ん
ど
す
る
の
企
業
の
集
合
的 

一

行

動
 

Kntrepreneu^collective Action in the 

| 

face 

of" Labour.

【

斯
く
て
以
下
"
是
等
特
徴
の
芥
々
に
就
き
1
主
も
に 

英
國
に
於
け
る
產
業
組
織
事
情
^.
舒
し
、
餘
カ
、
 

伸
び
て
.歐
米
諸
國
の
事
情
に
及
び
た
^
^
.い
で
，
筆
を 

役
し
て
ァ
敎
授
の
所
論
を
窺
は
ん
o

-.
11 

. 

_
.
,

先
づ
企
業
經
^
1
.の
集
中
に
就
ぃ
て
說
か
ん
に
、
獨
逸 

及
び
合
衆
國
に
は
夫
れ
*
れ
政
府
の
調
逾
報
街
ぁ
$
て 

K
の
現
況
を
明
徵
K
す
る
も
の
、
«
は
れ
.る

に

拘

& 

t

l
英
國
に
は
斯
か
る
統
計
類
の
存
す
る
な
し
。
英
國 

k
は
®
に
.
、

か
の
衣
服
仕
立

業

の

如

き

"H

場
組
織
を 

以
て
營
ま
れ
ず
し
て
，
却
つ
て
第
十
八
世
紀
式
の
家
內 

エ
業
制
度
に
て
經
營
せ
ら
る
、
多
數
產
業
が
殘
存
す
る 

を
骰
見
す
る
の
み
な
ら
ず
"
ま

れr

ギ

グ

、ト

」
(

同
業
紐 

合)

典
の
も
の
は
已
K
久
，し

き

以

前

に

消

滅

し

れ

6
し 

k

舊

き「

ギ
ル
ド」

式
產
業
の
特
徵
を
保
存
す
る
多 

數
小
手
:1
:
業
满
す
ら
存
在
す
る
な
り
0
加

之

.
、

典

の

生 

虛
の
初
期
階
段
に
於
て
は
"
小H

場
に
て
も
立
派
に
經 

.
#
し
得
ら
る
べ
き
、
新
し
き
多
數
の
產
業
も
亦
れ
絕
え 

.ず

發

生

し

つ

、
ぁ6

0
他
方
工
場
制
度
も
亦
た
.、

皙
て 

#*
世
紀
爾
そ
か
凡
ゆ
る
產
業
組
織
を
席
捲
レ
終
る
ベ 

き
を
豫
想
せ
ら
れ
れ
i

し
如
き
、
宪
全
な
る
支
配
榴
を 

寧
有
す
る
こ
ど
な
き
な
り
o
さ
り
な
が
ら
英
國
の
重
© 

廣
業
に
於
て
"
工
場
制
度
避
く
は
^

K
H

場
制
度
が
最
も

頌

十

餘(

七
七)

0 

0

錄
本
觀
興
の
四
大
盤

車
越
せ
.

る
企
業
組
織
の
形
璐
に
か
、
&

、
而
か
も
®
等 

の
工
場
若
ぐ
は
製
造
所
の
规
模
が
愈
々
大
な
る
を
加
ふ 

る
に
伴
ひ
"

益
❖
尨
大
な
る
資
本
を
固
定
せ
し
む
る
に

一

至
る
。 

.

斯L
V

M

定
資
本
の
流
®
資
本
に
.對
す
る
割
合
が 

漸
次
增
加
す
る
や
"
即
ち
.1

八
四
四
年
に
於
て
紡
績H

 

場
に
投
卞
せ
ら
れ
れ
る
全
資
本
期
が
、
勞
鈒
の
全
年
* 

拂
總
額
の
約
二
倍
し
計
箅
せ
ら
れ
し
に
對
し
-〗

八
九 

0
年
に
は
勞
鈒
支
拂
年
總
额
の
五
倍
に
進
み
、
之
ど
同 

時
に
|
エ

場

に

於

け

る

紡

_
傲

に

】

工
場
に
於
け
る
铖 

I

機
の
平
均
數
も
亦
た
、1

八
九
〇
年
に
於
て
少
な
‘く
^

■
も
五
勘
方
の
樹
加
■を
示
し
た
-

O
V
O

而
か
も
斯
の
如
き 

は

其

の

他

の

重

要

-1
;
梁
の
或
.る
も
の
、，
例
へ
ば
製
鐵 

及
び
大
機
槭
製
.造
業
K
比
較
す
れ
ば
、
此
の
企
業
經
華 

の
集
中
て
ふ
方
向
に
©
し

"
«

め
て
綏
漫
に
推
趣
し
れ 

る
企
業
た
る
、
に
す
ぎ
ず
"

S
し

紡

紐H

場
は
之
が
建
設 

及
び
機
械
^

®

に
要
す
る
經
费
が
ゝ
比
較
的
に
僅
少
な 

る
,̂
.の
な
れ
ば
なA

O
斯

く

て
1.
八
〇
〇
尔
妃
比
較
し

0
S
: 

r

セ
ザ
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】

九
〇
〇
年
に
於
け
る
鎔
鑛
爐
數
は
、
約
四
倍
の
增
加 

を
示
せ
る
に
す
ぎ
ざ
る
も
、
鎔
鑛
爐1

基
の
平
均
生
產 

.高
に
至
^V

て
は
"
殆

ど

十

五

倍

の
增
加
を
示
し
れ
.る
を 

兒
る
o
さ
A
な
が
ら
工
場
.の
甩
均
规
模
に
於
け
る
此
の 

增
大
搬
張
"
詳
言
す
れ
ば
其
のH

場
數
に
於
け
る
減
少 

を
伴
ふ
、
否
な
寧
ろ
少
く 

S
も
比
較
的
增
加
を
伴
ft
ざ 

も

の

:
工
場
规
模
の
平
均
櫥
張
た
る
、
必
中
し
も
決
し 

■て
之
が
資
本
所
有
翁
に
於
け
> る
集
中
を
伴
ふ
も
の
に
わ 

&
t'
o
斯
く
し
て
英
國
に
於
け
る
麥
酒
醸
造
所
數
は
一 

八
五
0
年
に
於
け
る
四
萬
四
千
ょ
$

>1

九
〇
三
年
に 

於

け

る

五

千

乃

至

六

千

に

減

少

し

た

れ

ざ

も

"
最
近
千 

八
15
九
十
年
》
に
於
.て
> 
釀
造
所
の
.多
數
が
組
織
を
變 

M
し
て
株
式
會
If
c

$
爲
れ
る
が
爲
め
.に
、
其
の
株
式
所 

有
に
於
け
る
廣
汎
な
る
普
及
を
促
が
し
•
以
て1

九
〇 

H
年
中
、
英
國
の
五
大
讓
造
會
社
に
於
け
る
株
主
及
び 

it
僙

券

所

有

潜

に

就

て

の

み

見

る

も

"
約
ニ
萬
七
千
人 

を
數
へ
た
A

O

%ど
同
時
に
於
て
、
英
國
縫
糸
製
造
會 

砒
の
資
本
は
1
萬

ニ

千

人

记

分

腐

し

"
最

細

丰

紡

績

會 社

の

株

主

は
.五
'千

乃

至

六

千

人

を

算

し

、
ゾ

ッ

ブ

ト

ン

 

の

大

紡
_
會

社

は

約

セ

^

六

千

人

の

株

主

を

有

し

た

 

>
9
0 

.

さ

は

れ

、

株

式

組

織

企

業

に

於

け

る

資

產

の

膦

散

 

diffusion 

o
f prooefty 

B joint-stock 

I
m
drD
r
t
p

kings 

た

る

、

通

常

動

も

す

れ

ば

想

像

せ

ら

れ

た

る

ょ

り

も

.> 

實

際

上

遙

か

に

少

數

な

る

べ

き

を

論

せ

ら

る

>こ

ビ

cf
> 

P
,
蓋

し

資

產

家

が

大

牴

、

數

會

社

の

株

式

を

所

有

す

 

る

を

通

例
^
す

る

は

眞

な

ら

ん

。

且

つ

や

株

式

化

せ

る

 

資

産

の
.所

有

*

は

全

英

國

を

擧

げ

て

五

十

萬

人

を

上

ぼ

 

ら

t'
s
す

る

の

積

算

を

論®
す

べ

き

、

或

る

實

■

の

引

 

用
せ
&
れ
れ
る
も
の
に
も
接
す
べ
き
な
然
れ
ど
も

 

是

等

株

主

の

大

穸

數

が

、

平

均

數

人

の

家

族

を

扶

養

す

 

る

の

男

子

れ

る

こ̂

を

省

察

す

る
^
き

は

、

此

の

內

輪

 

に

見

糧

ら

れ

た

る

槪

算

す

ら

も

、

世

上

或

る

1

派

が

高

 

調

す

る

如

き

、
產

業

的

資

本

が

專
S
富

豪

に

依

り

て

所

 

有

せ
&
る

ビ

す

る

の

推

論

ビ

は

、

如

何

に

相

異

な

る

も

 

の

6
る

や

を

示

す

に

於

て

，

蔻

し

餘

師
f

ベ

き
を
信

 

f'
o
裳

V
J

に

產

業

上

の

中

等

社#

.industrial m
i
d
d
l
e

f

j

|

C
l
a
s
s

な
る
も
の
は
今
や
新
し
き
形
態

vj

な
K
Vて
現
は 

.れ
た
ぅc

即
ち
を
は
主
も
に
會
社
企
業
の
社
員
及
び
株 

、主
ょ

.

CS

來
る9

思
ふ
に
英
國
の
大
エ

*
'都
會
の
郊
外
住 

所
地
域
を
散
策
す
る
も
の
は
、
必
ず
^
、
曾
て
て
ル
ク 

ス
及
び
其
の
學
派
の
豫
想
し
れ
る
に

反
し
、
中
等
階
級
.
 

者
が
何
等
消
滅
す
る
の
跡
な
き
を
發
見
せ
ず
ん
ば
6
ら

^
7 

す
0

資
本
制
發
展
の
第
二
の
特
微
に
し
て
ヽ
第
十
九
世
紀 

M

後
の
廿
五
年
問
に
出
現
し
れ
る
も
の
、
是
れ
之
を
企 

•
•業
の
縱
ir
的
合
成
な
る
現
象
マ」

な
す
'0
此
の
傾
向
は
製 

鐵

"
製
鋼
"
機
械
製
造
‘及
び
造
船
業
に
於
て
、
'殊
に
著 

>i
る
o
さ
ら
ば
縱
斷
的
企
業
合
成
^
は
何
ぞ
や
、
日
く 

督
て
從
前
に
於
て
は
全
然
各
異
の
企
業
に
ょ
ぅ
で
營
ま 

れ

、
斯
く
て
集
成
.せ
ら
れ
.て
始
.め
て
*
後
の
結
果
を
齋 

.
&し
^

&
し
、
其
の
經
營
作
業

:0
全
階
段
を
、
擧
げ
て 

M1

な
る
事
業
の
下
に
合
す
ゐ
を
い
ふ

、

例
を
製
鐵
鋼 

:
R假
れ
ば
、
鋼
鐡
の
製
造
及
び
利
用
巾
に
包
括
皆
&

る

鲂

十

怨

(
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雜
錄
资
本
制
級
展
の
四
大
特
徵

ベ
き

作
業
の
全
組
織
ゝ
即
ち
下
は
鐵
鑛
及
び
石
炭
の
採 

掘
よ
中
ご
ろ
製
鐵
所
及
び
製
鋼
所
を
經
て
、結
局
、
 

鐵
器
"
機
械
若
く
は
船
舶
の
生
產
に
至
る
ま
で
の
，
全 

過
程
，を
盡
し
て
、
單

1

の
事
業
翁
く
は
企
業
の
下
に
集 

j

中
す
る
の
組
織
を
措
さ
す
も
の
な
办
0
此
の
方
向
に
於 

一
け
る
權
輿
は
、
嚮
き
に
合
衆
國
R
於
け
る
力
ー
ネ
ギ
ー 

j

及
び
獨
逸
R
於
：け
る
クV

ツ
ブ
k
よ
-
て̂
爲
さ
れ
た
6 

'
し
が
、

1
八
九
〇
.年
臺
に
至
り
、
英
國
も
其
の
後
れ
た 

る
行
程
を
恢
復
し
ノ
斯
く
て
1
打
以
上
の
互
大
な
る
集 

業
的
企
業
は
"
或
ひ
は
實
際
の
合
併
て
.ふ
形
式
に
よ
i 

或
ひ
は
株
主
權
過
半
數
の
買
收
て
ふ
形
式
に
よ
6
て
、 

發
生
ず
る
の
機
運
を
促
が
せ
ぅ
o 

j  
.斯
ぐ
し
て
シ
A
フ
ィ
1
ル
ド
の
デ
ヨ
ン
、
ブ
ラ
ク
ン
會 

一
社
は
、
夙
に
炭
山
及
び
鐵
鑛
坑
を
所
荷
し
、
製
鐡
所
及 

び
製
鋼
所
を
經
營
し
、

而

し

て

甲

裝

鐡

板

"
機
關
鐡
板 

を
生
產
し
、.
凡
ゆ
る
鋼
鐵
材
料
を
製
造
し
た
6
し
が 

遂
に
軍
艦「

タ
，1
ビ
ン」

'
式
船
舶
を
建
造
す
る
の
ク
ラ 

ィ
ド
パ
ン
ク
造
.船
會
社
を
合
併
し
た
i

o
又
た
始
め
®

婼
一
號
.

七
九



，VT'r'*’、’ ’ r?i-r * f パ,フ ‘ プ*̂ ア_ **ン , y .  ■■' 7 れ >>1 T r - マ'* *‘でへ

> ， * 、 > , f i ■ 广 ’ ノ へ

鶬

十

怨(

八0

 )

雜
錄
货
本
制
破
展
の
四
大
特
徴

鋼
及
び
巨
砲
製
造
を
堪
粱
ど
し
た
-
6し
、
一

一

ユ
ー
キ
5 

ス
ル
の
r 

I
ム
ス
ト
ロ
ン
ダ

#
.社

，
は

、

】

大

機

：械

製

當
 

業
を
併
合
し
、
後
ち
ま
た〗

大
激
船
所
：を
買
悅
し
！
1,

に
、
有
名
.な

る

機

關

車

及

び

舶

用

機

關

製

造

所

ど

持

株 

_
同

忙

出

で"
次
い
.で
英
國
最
：重
要
の

水

雷

艇

製

造

# 

.社
の
經
營
實
權
を
掌
握
し
終
れ
.

CVO.

之
.ビ
殆
ど
時
を
同

.じ
ぅ
b
て
、

南

，ソ
エ
！

ル
ヌ
及
び
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
丨 

it
於
け
る
ク
文
ス
V
卜
、
.
.
.
キ
，1
ン
.及

び

ネ

ッ

フ

ィ

ド

俞
社
は
ヽ
其
の
單I.

經
.營
の
下
に
、
炭
鑛
，
鐵
鑛
坑
、
；
 

製
鐵
.所
、
.製
鋼
所
傲
に
止
め
：螺
旋
、
盤
ぎ
釘
、
大
螺
釘
，.

.の
如
き
鐵
器
製
造
の
全
過
程
を
集
合
し
れ
i

o
而
か
も 

斯
の
如
き
は
"
單
K
其
の
模
範
的
な
る
數
例
を
示
せ
る 

R
す
ぎ
ず
ど
す
o

斯
か
る
縱
斷
的
合
成
運
動
に
於
て
は
、
發
端
は
下
 ̂

二
方
面
®1

ょ
h
出
立
す
、
日
く
ゝ
比
較
的
精
製
品
の 

)

製
造
？ょ

み

出

發

し

て

、
之

^
要

す

る

材

料

比

對

す

る

繁 

.固
な
る
掌
握
を
確
保
す
べ
く
、
經
營
過
程
を
逆
進
す
る 

こ
ぐ
し
、
日
く
"
原
始
的
生
.產
ょ
6
進
ん
.で
> 
之
よ
.
.

o

す

幣I 
m 

八
0

る
製
品
を
販
賣
す
ベ
&1

層
確
，實

な

る

進

路

を

把

振

す 

ベ
く
，
經
營
行
程
を
前
進
す
る
こ
气
即
ち
愚
れ
な 

A
V
O而
.炉
も
其
の
何
れ
0
:場
合
に
.於
て
.も
、
■結
果
が
同 

r
k歸
す
べ
き
は
銳
く
を
須
ゐ
ざ
る
.
.べ
し
。

.

w

:
. 

' 

E9.

j

資
本
制
發
展
の
第
ー
1
¥色
杞
し
て
1
之
も
亦
た
^
十 

一：
九
世
紀
の
最
後
0
廿
豇
年
を

特

徵

し

た

る

資

本

主

_

の 

一1

表
現
た
る
も
の
は
> 
同
襌
製
造
業
に
從
事
す
る
賭
會 

\

社
間
に
行
は
れ
た
る
> 
獨
占
的
企
業
'合

同

に

.進

ま

ん

ミ
 

^
す
4
の
傾
向
を.擧

ぐ

べ

しo 
.之
を
橫
斷
的
合
同
ど
名
づ 

一
く
る
は
、
第
二
#
徵
が
異
種
の
製
造
蘩
を
合
成
し
ね
る 

一
に
對
し
、
之
は
同
.種
企
業
の
合
同
及
び
聯
合
を
i

す 

|
る
も
の
な
れ
ば
な
‘ p 

o

»占

的monopolistic

な
る
語
.
 

-
を
用
ふ
る
、

必

ず

し

も

決

し

て

惡

き

意

味

^
於
て
す
る 

も
の
に.わ
ら
：ず

し

て

、
唯
だ
：單

純

に
斯
か
る
結
合
'企
業 

の
#
た
る
貝
的
が
、
供
給
を

制
限
す
る
R
ょ
b
て
價
袼 

を
左
右
し
.
更
亿
進
み
て
*

#
を
f

せ
ん
ビ
す
る
に 

P
る
を
、
乐
さ

ん
5
0す
る
，̂
す
ぎ
1>
:9
目
し
て
由
來
、

自
由
競
爭free comptition

な
る
も
の
に
固
有
.の
神
聖 

ビ
眞
理
ど
の
存
す
る
に
わ
&
ず
、
又
れ
獨
り
自
由
競
爭 

k
ょ
6
て
.決
定
せ
ら
れ
た
る
價
格
か"

之
か
生
產
に
從 

_
す
る
勞
働
者
の
最
大
の
刺
益
を
害
ふV」

の
數
々
な
る 

場
合
あ
る
を
想
へ
ば
、
軍
に
獨
占
な
る
語
を
聽
き
て
必 

令
し
も
猝
か
R
驚
駭
す
る
に
も
及
ば
ざ
る
べ
しo

げ
に 

や
結
合
企
業
の
發
企
人
枝
數
々
興
の
§
機
ミ
し
て「

結 

合
的
大
企
業
の
經
濟J 

economies 

of combinations 

を
論
®
し
*
を
が】

般
公
衆
に
も
必
ず
や
利
益
を
齎
& 

す
べ
き
を
謂
ふ
o
さ
れ
ど
大
多
數
の
場
合
に
於
て
、
こ 

は
實
際
の
事
實
に
徵
し
、
繅
か
に
從
屬
的
動
機
れ
る
に 

诞
ぎ
ず
し
て
、
眞
の
動
機
に
至
り
て
は
ゾ
自
甶
競
爭
の 

絕
iL
ヵ
自
つ
力
.ら
^SI.

を
可
能
^
ら
し
む
ベ
ぐ
^
待
甘
ら 

る
\
の

「
1

層
高
き
市
價J

s
g
h
e
r

 prices

を
齋
&
さ 

ん
？
す
る
^
あ
々
。
さ
6
な
が
ら
'之
:̂
间
@
に
、
恣
ず 

し

も

鮮

少

な

せ

ざ

，
る

の

經

濟

が

"
數
.
+之
に
ょ
}

て

庶

幾

せ

ち

る

、
こ
^
は
、

之
を
！

|

め
ざ
'る

ベ
.か
& 

.中

。
‘競

爭

的
取
弓
の
も
の
^
る
、
種
々
の
方
：法
、
殊
{<
: 

妨

十

必(

A

こ

雜

錄

資
本
刺
驚
め
四
_

徴

廣
吿
及
び
販
胄
に
要
す
る
费
用
を
負
擔
せ
ざ
る
ベ
•か
& 

ざ
れ
ば
、】

般
公
衆
の
需
要
に
應
ず
る
に
、
必
然
的
に 

高
價
な
る

.
べ
き
失
费
を
，含
ま
ざ
る
を
得
ずo

さ
れ
ば

| 

面
沿
费
者
に
轉
嫁
す
べ
き
费
用
の
低
減
ビ
.、
他
而
生
.座 

|

者
に
歸
寓
す
べ
き
利
潤
の
增
大
す
は
、
此
の
獅
占
的
經 

|

營
か
齋
&
し
#
る
所
^
ら
す
ん
ば
わ
&

ざ
る
な
Ŝ

G 

按
ず
る
に
大
不
列
颇
國
に
於
け
る
結
合
企
業
も
、
米 

獨
國
等
ど
同
じ
く
ニ
形
德
の1

を
執
れ̂

^

即
ち1
は 

品
择
日
&

の
形
式
妃
し
て
、
他
は
究
全
な
る

合 

併

a
l
I
g
a
3
a
t
i
o
n

て
ふ1

層
|1
織
的
な
る
形
«
な
$

0
 

|

而
し
て
前
者
が
趣
括
し
て
企
業
聯
合kartel, 

cartel 
,t 

澥

せ

ら

れ

"

後

者

が

企
業
合
同trust, 

fusion 

S
總
獬 

せ
ら
る
S
は
.、
世
人
の
普
ね
く
知
る
所
0
如
し
0
前
* 

中
、
最
も
興
味
あ
る〗

實
例
は
ゝ
吾
人
之
を
鐡
道
聊
條 

の
製
造
及
び
販
賣
を
支
配
ず
る
の
協
約
に
發
見
す
、
M 

し
-こ
は 

> 
廣
く
英
國
合
衆
國
'獨
逸
&
.耳
義
佛
蘭
'西
露
西 

S I

の
凡
ゆ
る製
鋼
業
卷
間
比
締
盟
せ
ら
れ
たる
國
際
的 

同
盟
上
记
立
脚
し"

各
國
：の
同
盟
企

業

は
各
自
の
國
内

第 
一
^

八
一



第十怨

■
(

八ニ

)

雜

錄

賢
本
制
錢
展
の
.四
大
特
徵

朮
場
獨
占
を
認
め
ら
る
共
に
、
世
界
の
爾
餘
諸
國 

の
市
場
に
就
き
"
明
劃
な
る
獨
.占
的
販
賣
を
分
配
せ
ら 

れ
、
相
互
相
侵
か
す
こ
^
な
か
&
し
め
れ
る
も
の
な
れ 

ば
な
h

o
之
^
同
樣
な
る
國
際
的
協
約
は
今
ま
亦
た
、
.
 

煙
草
業
に
も
見
出
さ
れ
、
亦
た
页
に
"
數
：々

廢
却
せ
らI 

る
、
こ
^

6
れ

.̂
も
、
北
太
西
洋
汽
船
諸
#
社
の
間
にj 

も
發
見
せ
ら
る
。
次
に
後
*
.即
ち
合
併
中
、
主
も
な
るI' 

實
例
は
表
面
上
、
聯
合
會associations 

呼
ば
る
れj 

と
も
、
實
は1

八
九
八
年
乃
至
1
九
〇
0
年
間
に
:
a
A
 

て
繊
維H

業
の
數
種
類
に
於
て
劍
成
せ
ら
れ
た
る
、
眞

\ 

に
且
つ
完
全
に
合
併
せ
ら
れ
た
る
諸
會
社
の
結
合
企
業 

.中
に
見
出
さ
る
べ
し
。
右
は
實
R
多
數
の
重
婆
大
會
社 

を
包
括
す
。
斯
く
て
页
紗
形
置
業
聯
合
會
は
八
百
ニ
十 

五
萬
磅
の
資
本
金
を
1
細

手

紡

績

業

聯

合

會

は

七

西

.ニ 

十
五
萬
磅
を
、
漂
布
業
聯
合
會
は
六
西
七
十
五
萬
磅
を 

メ
ラ
ッ
ド
フ
：ォ
ー
ド
染
色
業
聯
合
會
は
四
百
七
十
五
萬 

，破
の
資
本
金
を
有
す
o
而
し
て
其
，の

各

場

合

VJ

も
、
合 

併
企
業
本
部
が
各
事
業
の
全
支
配
權
を
擧
振
す
る
は
論

第

5 

八
ニ

な
し

0
さ
ぅ
な
が
ら
在
は
繊
維
工
業
の
支
系
に
屬
す
る
'
 

も
の
に
外
な
ら
ず
し
て
"
：其
の
.本
系
れ
る
普

通

の

紡

績 

業
及

び

織

布

業

に

て

は

"
未
だ
之
に
與
&
ざ
る
を 

見
る
ベ
し
。
.さ
れ
ば
斯
く
し
て

紡
織
業
の
主
も
な
.る
從 

屬
的
企
業
の
全
體
が"

今
や
擧
げ
て
結
合
企
業
化
せ
ら 

れ
た
る
間
に
立
ち
て
"
妨
績
業
及
び
織
布
業
て
ふ
繊
維 

工
業
の
ニ
大
方
面
に
至
&
て
は
、
尙
ほ
未
だ
殆
ざ
無
制 

限
な
る
自
由
競
#
に
放
任
せ
ら
れ
つ
、
わ
る
を
看
過
す 

ベ
か
ら
t'
o

思
ふ
に
"
英
國
が
其
の
自
由
貿
易
政
策free trade 

の
た
め
に
完
全
に
企
業
合
同
の
大
渦
に
超
然
た
6
得
る 

こ
^
は
か
の「

ト
ラ
ス
ト」

ヾ
し
保
SI
S
易
ビ
を
嫌
忌
す 

る
の
、
舊
き
英
國
經
濟
學
者
及
び
實
際
家
の
確
信
す
る 

所
な
る
が
如
し
。
さ
办
な
が
ら
"
縱
ひ
英
國
は
今C2

ま 

で
自
由
貿
易
國
ビ
し
て
單
&
孤
壘
を
守
り
得
た
6
し
>ヒ 

は
云
へ
、
も
は
や
全
然
.r

ト
ラ
ス
ト

」

を
避
く
る
能
は 

ず
o
そ
が
果
し
て
.有
利
な
6
し
や
否
や
は
知
&
ざ
れ
ど 

も
、
英
國
が
久
し
バ
踏
製
せ
る
商
業
政
策
が
、多
少r

ト

ラ
ス
ト」

の
成
立
を
遲
延
せ
し
め
、
，且
つ
之
を
不
安
全 

な
ら
し
め
た
る
こ
ヾ」

は
、
‘疑
ひ
も
な
く
眞
な
i
'°
藍
し 

「

ト
ラ
ス
トj

の
成
立
が
保
議
贸
爲
政
策
に
ょ
6
助
長
せ 

ら

る

、
は
、

明

か

な

れ

ば

な

然

れ

ど

も

此

の

問

題
 

"IT

に

は

他

に

も11
要

な

る

要

素

ぁ

れ

ど

も

、

就

中

最

.
、 

も
肝
要
な
る
も
の
は
"
有
数
な
る
生
產
を
目
的
^
す
る 

技
術
的
の
需
製
を
揭
く
べ
し
。
抑
々
近
®
⑽
エ
場
の
® 

設
费
が
愈
々
增
加
し
て
底
止
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
に
從 

ひ
、
競
箏
會
1-
!
:數
を
減
少
せ
し
む
：ベ
き
激
烈
の
競
爭

j 

は

絕

え

ず

行

は

れ

つ

、
わ
h

o
而
し
て
或
る
_
類
の
エ
一 

業
が
少
數
の
大
會
社
に
ょ
ぅ
て
經
營
せ
ら
る
S
に
至
る| 

や
、
是
等
の
少
數
大
會
社
が
協
約
を
締
sa
す
る
は
、
益 

々
其
の
容
舄
き
を
加
ふ
P
例
へ
ば
ニ
十
會
«:
英
國
內
に\ 

併
立
し
て
鐡
遨
■

條
の
製
造
に
從
事
す
る
ど
き
は
、
其
一 

の
間
の
協
約
は
永
久
^

る
を
得
ざ
$

し
>̂
.
、

其

の

數

が
 

九
箇
に
減
少
し
た
る
今
日
に
至
れ
ば
、
渠
等
の
聯
盟
大 

い
に
梁
固
な
る
を
致
せ
る
を
發
見
す
。
而
か
も
仍
ほ
進 

み
て
郛
の
釉
數
が
片
方
の
指
に
て
數
へ
&

る
に
至
&

ん 

第
十
卷
.

(

八
贫-

)

雜

錄
，

' 

' 
資
ポ
制^

Ig

の
四
大
特
徽

か
、
：渠
等
、
必
ず
'ゃ
競
€:
,に
分
立
す
る
よ
6
は
V
同
盟 

を
締
約
す
る
に
於
て
"1

層
其
.の
荆
益
を
收
め
得
べ
き 

を
發
見
す
る
な
る
べ
し
。
思
ふ
に
實
業
界
の
神
經
は
、 

業
に
巳
に
自
由
競
爭
の
緊
張
の
れ
め
に
"
疲
廢
を
感
じ 

つ
、
ぁ
6
て
、
安
全
確
實
を
欲
す
る
人
類
の
欲
求
は
、 

玆
に
產
業
上
の
組
織
を
驅
り
て
、
之
を
變
化
し
變
轉
せ 

し
め
つ
、
ぉ

る

*0
重
大
勢
カ
の】

た
る
に
茧
れ
る
も
の 

VJ 
す
0

而
し
.て
產
業
組
織
の
改
造
に
し
て
巳
に
成
$

"

Aつ 

1

國
內
の
市
場
を
獨
占
し
得
る
^
き
は
、
海
外
よ
.

CV

來 

-

る
競
爭
の
危
險
は
"
大
い
R
其
の
邦
國
の
地
理
上
の
地 

位
に
よ
-

CN

て
決
定
せ
ら
る
9
喺
々
或
る
產
業
が
、
恰
も 

マ
ン
チ
エ

ス

タ

ー

の
漂
^
員
及
び
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ

ー

ド
の 

染
色
業
の
如
く
"
必
然
的H

或
る1

地
■域
に
從
馬
す
る 

場
合
に
は
"
全
く
問
題
外
た
る
觀
ぁ
る
の
み
o
而
か
も 

競
#

^
し
て
仍
ほ
可
能
な
ら
ん
か
，
即
ち
國
際
的
協
約 

を
結
び
"
依
て
以
て
之
を
闻
避
し
得
べ
け
ん
な
り
。

近
比
、
或
.る
一
蓊
述
家
は
"

獨

占

的

特

性

を

具

奵

す

婼1

號

A
H



A
m

雜

賢
本
制
錢
展
‘の
四
大
特
徴

る
の
十
八
の
大
合
併
若
く
は
結
合
企
業
の
.

1

表
I
詳
言 

す
れ
ば
*
其
の
各
々
は
一
重
駆
商
品
又
ゆ
數
種
の
重
要 

商
品
の
販
賣
M

U
賣
價
を
支
配
す
る
i
結
合
企
業
の
ブ 

表
を
編
製
し
た
i
o
:就

き

て

見

る

に

、.%
が

英

國

鐵

遨
 

及

海

連

業

に

於

け

る

競

爭

の

"

單
な
る
運
賃
の
夫
れ
ょ 

p1

轉

し

て
"
設

備
:̂
便

益

ど
0
競
爭
に
.推
移
せ
る
を 

指
摘
し
、
算
入
す
る
を
過
ま
で
.

C
V
O

然
る
.に
從
來
暫
く 

の
間
は
"
競
#

V
J
»
占V」

を
對
照
す
る
の
惯
習
が
>

全 

然
人
を
雛
ら
し
む
る
も
の
あ
る
を
免
れ
ざ
-

CS
き
o
即
ち 

1

見
完
全
な
る
獨
占
以
外
に
於
て
は
、
競
爭
が
仍
ほ
全 

然
無
制
限
に
行
は
る
'も
の
た
.る
如
く
想
微
せ
る
の
ハ
|
|
 

想
を
育
ぐ
、

め
.る
な
6
0然
る
R
事
の
，®

R
於
で
は
- 

產

業

界

全

體

に

亘

ぅ

て

"
今

や

無
制
限
な
る
競

.爭
ょ
$ 

1

層
大
な
る
確
實
R
推
遷
せ
ん
S
す
る
の
運
動
の
頻
b 

な
る
も
の
あ
る
を
見
る
べ
し

O

思
ふ
^
產
業
界
の
#
方 

面
が
絕
對
的
な
る
獨
占
の
絕
頂
に
達
す
る
こ
ビ
は
な
か 

る
べ
き
も
、
さ
&
な
が
ら
絕
對
的
な
る
自
由
競
爭
は
«>
:
 

ず
や
速
か
に
發
見
し
雛
き
に
至
る
べ
し
Q

筇
一
,雠 

八
.四

.

加
之
、
鱗
爭
者
數
.の

減

少

^

ょ

り

獨

占

を

肋

择

せ

ん
 

£
す
る
の
方
法
彳
.又
れ
猶
ほ
磁
存
す
，.る
の
競
爭
會
社
R 

至
-=v

て
は
相
®

同
.

1

條
款
K
落
合
ひ
て
同
盟
を
結 

び
、
以

て

外

部

ょ

り

す

る

®
:
略

を

妨

碍

し

得

べ

き

の

方 

法

は

、
實

に

獨A
自

由

競

爭

其

の

も

の

、
方
法
に
外
な 

&
ず
。
か
の
海
離
同
盟
の
運
赁
割
戾
制
度
の
合
法
な
る 

を
確
定
し
た
-
し̂
、
有
名
な
る|

八
九】

年
の
モ
丨
ガ 

.ル
事
件
に
於
_て
，
大
法
官
々
,
ス
ベ
ー
卿
の
.謂
ひ
け
ら 

く
"「

戰
し
本
件
に
し
て
，違

法

な

V
J

せ

ん

か

"

苟
く
も 

取

引

上
R
競
爭
の
存
す
る
、
凡
莨
の
商
取
引
の
大
⑶
殳 

は
"
亦
れ
均
し
く
違
法
な
&
ざ
る
.ベ
か
ら
す」

ど
。
換 

言
す
ば
"
今
日
競
爭
を
制
限
す
る
の
獨
占
は
、

ス
チ
ュ 

ソ
t
ト
時
代
の
國
家
的
^
占
の
^
く

、

外

部

ょ

-
^
す

る
 

の
官
權
等
に
恃
む
も
の
に
あ
ら
.ず

、
却
つ
て
競
.寧
自
ら 

の
武
器
を
用
ゐ
て
競
#
を
撲
滅
し
つ
ゝ
わ
る

も
の
な 

■•
&、

競
^
を
以
て
競
^
を
制
ず
る

も

の

な

す

o
.

予
の
斷
ず
る
所
に
從
へ
ば"

最
ff
i-
數
十
年
間
に
於
て 

.自
由
鱗
爭
の
制
限
若
く
は
其
の
廢
±
の
方
面
に
，向
ひ
流

る
、
願
著
の
傾
向
た
る
、
決
し
て
非
社
會
的
勢
力
0
朝 

生
寒
死
底
の
結
果
ビ
は
見
る
ベ
か
ら
ず
。「

ト
タ
ス

ト」 

の
發
生
す
る
や
、
曾

て「

ギ
ル
ド」

の
勃
典
し
ー
又
た 

近
く
工
場

刺
の
出
現
せ
.る
ビ
同
じ
：く
全
然
、
自
然
的
な 

&
ど
す
0
を
は
利
濶
を
得
ん
：

ど
，

す
る
> 
資

本
の
固
有
的 

努
力
ょ
6
生
ず
。
又
た
そ
は

人
道
の
®

き
侧
即
ち
安
全
：'

を
得
ん
ど
す
る
の
相
互
的
射
助
及
び
欲
望
に
傾
向
す

る 

の
衝
動
"
诞

に

興

れ

ょ

&
も
祉
會
的
同
情
薄
ぎ
侧
即
ち 

利
#
の
追
求
ょ6
發

生

す

る

も0
な

6

0
予

は

確

信| 

す

"

其

の

谬

的

恐

慌

を

伴

ふ

の

無

制

限

な

る

競

爭

の 

時
沏
た
る
、
吾
人
の
子
孫
の
眼
に
は
、
必
ず
や
小
兒
の 

熱
病
の
如
く
^
も
觅
ゆ
べ
き
こ
ど
を
。
予
は
又
た1

層 

大
な
る
希
蕻
を
抱
#
て
結
合
企
業
の
運
動
を
«
む
，
如

： 

何
？
な
.れ
ば
予
は
勞
働
者
階
級
-—

渠
等
R 

o

て
は
•
 

«
傭
*
係
の
確
實
鞏
固
な
る
は
：*:勞
慟
報
酬
額
の
大
ょ 

§
も

一
册
重
要
な
.る

こ
ど
な
り
一—

K
對
す
る
■最
上
の 

希
0
ビ

：し
て
-「

ト
ラ
ス
ト」

の
任
S
す

るf

生
産
の
規
.
 

1
：

化」
regukHsation 

of production 

を
見
ざ
洛
能
は

姑

十

卷(

八
洱〕

0

錄
资
本
制
较
妈
の
四
太
榇
徽

ざ
'ft
ば
な
、グ
生
產
の
规
律
化
は
生
產
過
剩overpro- 

&
&
0
1
1
の
機
會
を
少
な
炉
&
し
め
、
依
て
以
て
恐
膝 

の
發
生
を
豫
防
し
、
亦
た
失
業
無
職
の
處
れ
を
輕
減
す 

る
も
のな
*®

V;Q
_ .

然
し
な
か
ら
其
の
有
ゆ
る
利
益
を
有
す
る
に
拘
& 

t

企
業
の
合
同
又
は
.聯

合

が

ヽ

一

般
消
费
潜
に
對
し 

若
干
の
消
極
的
危
險
を
齋
ら
す
こ
せ
办
る
は
、
明
向
復 

れ
疑
ひ
を
容
れ
能
は
ざ
る
も
の
^

& 

o

さ
は
れ
是
れ
S 

て
も1

派
の
_
豸
が
員
1 :

し
て
想

#

す
る
が
如
く
大
な 

る
も
の
に
は
あ
ら
す
，
蓋
し
如
何
に
獨
占
に
ょ
る
價
格 

m
o
p
o
p
d

'̂u
c
.
e
s

な

れ

ば

て

、|

定
め
限
界
は
自 

家
利
寄
の
觀
念
に
ょ
つ
て
自
づ
か
ら
定
ま
れ
る
も
の
办 

れ
ば
な
b

o
雨
か
も
仍
ほ
其
の
危
險
が
可
な
6
大
な
る 

も
0
?>
る
は
否
な
む
ベ
か
ら
^

o
.
_
.

然
"

w
8!
t
も
手
は
信 

す
>
，斯
か
る
事
端
.の
發
現
す
る
場
合
^
は
、
國
家
は
兹 

^
容

赦
«■
：
く

私

企

業Q
-
Mに
介
入
し
來
た
斯
く
て 

獨
占
的
價
格
を
し
T
或
な
公
共
の
監
督
の
'下
に
決
定
せ 

し
め
’

M
に
必
要
の
生
.ず
.れ
ば
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て
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配
す
.る
に
至
る
ベ
、き
こ
ど
、
恰
も
今
日
旣
it
英
國
政
府 

が
鐵
道
賃
率
に
對
し
て
、一

定
限
度
を
劃
す
る
が
如
き 

R
至
る
べ
き
こ
ど
を

o
さ
れ
ば
今
ま
吾
人
が
爲
す
べ
き 

所
の
も
の
は
、
夫
れ
遂
に
、
近
世
國
家
が
其
の
微
妙
に 

し
て
而
か
も
結
局
避
く
ベ
が
.ら
ざ
る
の
任
：務
に
應
酬
一 

し
、
果
し
て
之
を
完
全
に
遂
行
し
得
べ
き
や
否
や
を
監 

視
す
る
に
わ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
？
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資
本
の
侧
rc
於
け
る
最
近
發
展
に
係
か
る
の
最
後
の 

特
質
は
、
企
業
家
間
に
述
帶
の
]^
-
情

^
&
1
2
(/
0
* of SOH- j  

dartiy

の
發
生
し
。
斯
く
て
相
互
辦
成
し
、
勞
働
惻
の 

絕
え
ざ
る
要
求
に
對
し
ご
集
合
的
行
»
に
出
づ
る
を
目\ 

的
^
す
る
の
"
組
織
を
繁
固
な
ら
し
め
ん
ミ
す
る
運
1|

が
、
盛
ん
に
行
は
る
、
に
至
れ
る
こ
^
を
擧
げ
ざ
る
べy 

f
t
,
之
が
顯
著
な
る
實
例
は
、
機
械
製
造
業
潸
竝 

に
造
船
業
潜
の
聯
合
會
に
見
出
し
得
べ
し
o
夫
れ
過
去 

.に
於
て
はS

び
三
た
び
ノ
勞
働
者
は
雇
主
に
比
し
て1

讓

隱

淨
 
_
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て
は
、
箇
々
の
企
業
家
に
宣
W
し

"

筒
々
の
瓶
主
を
補 

へ
て
之
に
'打
勝
ち
れ
ぅ
き
。
斯
か
る
時
代
の
今
や
過
ぎ 

去
ヶ
て
跡
な
しVJ.

は
、
或
る1

派
の
論
客
が
惆
悵
ど
し 

て
長
大
息
す
る
所
に
係
が
る
。
啻
に
將
來
に
於
て
、
全 

地
域
に
跨
が
.る
の1

產
業
に
從
事
す
る
企
業
家
が
凡
て 

協
同
し
て
勞
働
階
級
に
當
化
る
べ
き

の
み
な
&
す
、
亦 

た
全
國
に
苴
た
も
の
各
種
大
工
業
に
從
す
る
®
虫
全
體 

が
、
利
害
共
通
の
感
念sense 

of 

c
o
m

日unity 
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interest

に
ょ
h
て
緊
密
に
織

6
成
さ
れ
、

爲
め
に
全 

國
を
擧
げ
て
筒
々
の
企
業
を
放
任
し
、
を
が
擅
ま
>
R 

自
己
に
の
み
適
合
す
ベ
き
雇
«

«
件
を
織
盟
す
る
を
* 

妨
止
す
る
ほ
^
に
、
强
大
な
る

典
同
的
輿
論
を
成
す
に 

至
る
ベ
き
を
®
ら

る

>

を
見
出
さ
、ベ

る

を

得

ざ

る

な

>9
.

.

恰
か
も
初
期
の
時
代
に
於
て
、
ダ
？
ハ
ム
の
炭
坑
業 

者
が
、
他
の
炭
坑
業
漱
の
同
意
を
經
る
こ
V
Jな
く
し
て 

同
州
內
箇
々
の
同
業
渚
が
職H

組
合
又
ほ
勞
働
組
合
の

て
.、
.
機
槭
製
造
.に
從
事
す
る
グ
？

ス
ゴ
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0-
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藥
家
連
は
"
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
同
種
企
業
家
脚
ど
共
同 

の
狩
動
步
調
を
維
持
せ
ん
が
^
め
、
R

B

R勞
働
潘
が 

要
求
せ
る
條
件
を
容
る
ベ
く
內
議
の
求
せ
る
も
の
6

$ 

し
後
ち
に
至
る
も
長
が
ら
く
、
エ
場
開
鎖lock-out

を 

_
績
し
た
6
し
を
見
る
べ
し

；0
.

斯
か
る
歷
主
侧
の
利
窖
の
連
帶
感
念
た
る
'
明
か
に 

街
時
、
勞
働
組
合
が
其
の
直
接
目
的
を
實
行
す
る
を
妨 

織
す
る
こ
ど
ど
な
るO

然
h VJ

雖
も
®
に
氣
宇
を
宏
濶 

に
し
て
觀
察
す
れ
ば
"
を
は|

見
判
明
す
る
が
如
く
啻 

R
勞
働
侧
に
於
け
る
同
樣
の
傾
向
に
對
す
る
自
然
的
應 

答
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
仍
ほ
亦
た
多
數
の
場
合
に
於
て 

M

に
來
た
る
.べ
き
產
業
上
の
平
和
の
方
向
へ
の
進
步
を 

促
が
す
の
"
必
須
の
豫
備
條
件
れ
る
べ
し
'0
.有
名
な
る
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て
一
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れ
れ
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ふ
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も
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右
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齋
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啻
に
勞
働
組

合
侧
の
極
踹
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存
す
る
の
み
な
&
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、
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時
に
亦
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ら
箇
人
.ヒ
し
て
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6
し
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業
家
»
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の
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議
に
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比
較
的
小
企
業
家
に 

於
て
見
出
？
る
べ
き
な
り
0

見
ょ
"
社
會
は
今
や
傲
れ
ま
し
き
步
調
を
運
び
て
、 

企
業
家
に
於
て
も
勞
働
者
侧
R.
於
て
も
"
均
し
く
"
產 

業
の
圆
體
的
組
織
の
完
成
に
向
ひ
て
進
み
つ
、
わ
る
こ 
vj

を
。
さ
ら
ば
吾
人
を
し
て
姑
&
く
祈
ら
し
む
る
所
<|
> 

れ
ょ
"
勞
働
ビ
資
本
ど
が
、
興
の
裏
面
に
わ
ぅ
て
祉
會 

全
般
の
慶
福
を
防
讒
す
べ
き
明
敏
聰
明
な
る
國
家
ヾ
し
共 

に
、
M
R
.
1層
調
和
し
融
合
す
る
所
わ
れ
ょ
ど
。

世
界
の
創
成
以
來
、
未
だ
曾
て
人
類
社
會
に
、
完
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な
る
箇
人
主
義
の
行
は
れ
れ
る
を
見
ず
？
又
れ
予
は
信 

ず
、
f
f
i界
は
亦
た
永
久
に
完
全
な
る
社
會
主
義
を
見
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こ
ど
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
、
蓋
し
利
己
的
感
情
は
其
の
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會
的
感
念
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の
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に
於
て
、
此
の
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漭
が
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地
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ざ
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1
1

者
の
眞
正
の
地
位
を
說
き
て
盡
せ
ぅ
^
な
す
能
は
 ̂

も
の
所
以
を
、
悟
了
し
始
め
れ
6

0
斯
く
て
眞
JE
忙
し 

.て
明
確
な
る1

地
位
は
、
我
が
祉
會
的
組
織
中
に
見
出 

馬

隨
つ
で
わ
が
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會
的
理
論
中
に
設
定
せ
ら
れ
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る
べ
か
ら
ず
、
蓋
し
興
の
種
類
を
多
岐
に
し
、
其
の
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密
の
規
模
及
び
描
度
を
興
に
す
る
の
、
各
園
體
間
の
涟 

11
V
J栩
互
的
關
係
た
る
、
正
さ
に
箇
人
ど
政
治
團
體
 ̂

の
間
に
介
在
す
な
も
の
な
れ
ば
な
-
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O
是
れ
こ
そ
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ナ 

ン
デ
力
リ
ズ
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の
狂
潤
の
間
に
6
り
て
明
割
せ
ら
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ベ

き
重
要
な
る
思
想
に
屬
し
、
亦

た

是

れ

こ

を

史

家
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I
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ケG

i
e
r
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に
；
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企
て
ら
れ
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b
し
如
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縝
べ
て
鼷
锴
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れ
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も
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と
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目
下
の
戰
時
狀
態
に
於
て
將
來
の
媾
和
條
件
に
關
す 

る
意
見
を
發
表
し
得
る
や
否
や
？
異
輪
の
稆
す
る
所
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^

0
勿
論
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1

般
の
公
衆
は
此
の
間
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の
解
決
に
關
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る
能
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雖
も
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帝

國

議

會

は

今
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時

な
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て

政

府
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意
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を
交
換
す
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す
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激
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得
る

-

も
の
.な
れ
ば)

之
を
自
_
に
爲
す
こ
^

を
得
ず
.
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A
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全
院
委
員
會
は
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員
の
.會
議
ビ
云
ふ
外
に
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員
#
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し
て
果
し
て
w

_
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的
を
有
す
る
や
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广
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ご

實

際

的
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英
國
人
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逸
人
0
如
く
單
に
#
員
#

^
於
て
の
み
秘
密
#
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認
む
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あ
ら
^
、，
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步
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進
め
て
下
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の
會
於
て

も
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密
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せ
&
る
。
此
の
英
國
の
全
院
委 

M
會
に
似
通
.ベ
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双
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大
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謂
全
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ぐ
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